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＜連絡事項＞

・職員旅行アンケート実施中。23日（木）締め切り。

・22日（水）、OT学生、通所見学予定。

・29日（水）17:30～18：30、「チーム医療と連携」について法人研修あり。参加できない人は3月1日（木）ビデオ研修に参加するように。

・3月9日（金）、食事サービス委員会実施予定。通所出席予定スタッフは木村。

・本日より、病院内にある作品をこころすこやか会館に運び出し、展示・保管することとなっている。ラベル付けの作業に、コ・メディカルと通所スタッフが従事するとなっている。

＜青明舎情報交換＞

・其田　淑子様～生活保護費過払いの件で、本日13:30～、生活福祉課の担当者から説明がある。

・番沢　政勝様～風邪のため青南病院に通院する予定であったが、受診が12時過ぎになるため、鹿内内科を受診したとのこと。レントゲン検査では肺部に異常が見られるため、継続して通院すると話す。デイケアは1週間ほど休むことになる。

・田中　一　様～叔母さんが亡くなり、落ち込んでいる様子が見られる。落ち込む際は、拝んで対処するよう説明している。

・大久保康弘様～火曜日のデイケア体験利用について、特に変わった様子は見られない。デイケアでも、自炊をしていて、問題なく過ごしていると話している。

・3月24日から一週間程度、グループホームあおぞら引越作業のため、あおぞら入居者はデイケアを欠席する予定。

・下妻　康貴様～14日（火）定期訪問実施。凍結防止のため台所スペースにヒーターを置いていると話している。1時間10円程度とのことで一晩70円程度掛かるという。電気代節約のため玄関のドアに霜がついた夜のみ使用しているとのこと。先日はトイレの水が凍ったと話している。スタッフより水抜き後に溜まっている水に不凍液を入れてはどうか提案しており、本人も考えてみると話している。

・平　京子　様～15日（水）、外来受診後に憩いの場を利用する。洗濯機は排水口が凍結していたのが原因と言われたとのこと。「水抜きや解凍の仕方を教わったから、もう大丈夫。また自分の洗濯機を使います」と話している。スタッフより冬期間だけ洗濯サービスを利用することを提案するが、「大丈夫だから」と拒否している。

19日（日）定期訪問実施。先週、故障で業者を呼んだ際に洗濯機は排水口の残り水を捨てることを教えられ、その後はまめに排水するようにしていると話している。給湯器の排水の仕方について説明しようとするが、「今までも凍らなかったから大丈夫。面倒なことをして壊したくない」と拒否している。洗濯機以外は凍結等はなく、困っていないと話している。

・高柳　和子様～15日（水）定期訪問実施。表情良く、「今日は調子が良くて」と笑顔で話している。洗濯機は先日も排水口が凍結したと話しており、スタッフより洗濯サービスの利用を勧めている。選択肢の中からデイケアでの洗濯を希望しているが、「混んでいるかもしれない」と心配する言葉が聞かれるため、まずはデイケアスタッフに相談してみるよう伝えている。青明舎の2月のイベントへの参加を促すと「参加します」と答えている。

・久保　清美様～19日（日）、定期訪問実施。ハローワークには定期的に通っており、先日は障害者枠での求人も勧められたと話している。仕事内容等は覚えていないが、障害者枠でもいいのかなと思うようになったと話している。今後も求職していくと話しており、その際には担当医を始め周囲によく相談しながら進めていくよう伝えている。生活で困っていることは特にないと話している。

・森田　清助様～18日（土）、定期訪問実施。1月末には風邪を引いたが、現在は良くなったと話している。2日前には久しぶりに青明舎の入浴サービスを利用しており、これからも天気の良い日は利用していきたいと話している。外出は定期的に行っており、特に生活で困っていることもないとのこと。困る程ではないが、友人である大久保恒夫様からはよく電話が掛かってきていると話しており、負担になってきたときには青明舎やデイケアへ相談するよう伝えている。

・前野　義勝様～18日（土）、訪問について確認の電話を掛けると、本日は午前がうみねこ幸房出勤であると話している。午後より活動室が開館するため、来所して生活状況を確認したいことを伝えると、本人も了承している。13：00本人より架電あり、「もう家に帰ってきてしまった。今日はもう行けない」と話している。訪問時に小遣い帳の確認をする予定だったため、来週にでも活動室で確認をしたいことを伝えると「無駄遣いしてないですよ。小遣い帳も1年とか半年に1回とかにして欲しいんですよね。だからもう止めませんか」と話している。確認の頻度については電話で解決するものではないため、来所時にゆっくり話し合いたいことを伝えると、本人も了承している。2/21（火）16：00に活動室来所予定。

・久保　興介様～15日（水）、来所してすぐに「面談をしたい」と希望するため、1階のテーブル席への着席を促すと、2階での話し合いを希望している。スタッフ人員の関係上、2階での面談は対応出来ないことを伝えると、その場で話すことに了承している。「母親はTVを観ることでストレスを発散している。俺はTVの音がうるさいし、母親と話したのに話しかけると邪魔にされる」「今はデイケアの担当スタッフやうみねこ幸房のスタッフと話しているが、他にも作りたいと思う。今日も幸房で面談をして来たけど、的確なことは言ってもらえなくて」等と話している。本人の話を傾聴した後、青明舎では1対1で話す空間を頻回に作ることは難しく、日常的な不安や不満は憩いの場を活用して伝えていってはどうか提案するが、「俺が話し出したら他の人に話を遮られたと思われる」「それはストレスになると思う」と話している。他利用者の憩いの場での過ごし方を例に挙げながら再度説明するが、表情は硬く、深いため息をつき、話すことを止め、納得していない様子。本人が話さないのであれば終了したいことを伝えると、半笑いをするが、その後も発言はない。話し合っていたスタッフが都合により退室するとすぐに「帰ります」と帰宅している。その後、青明舎には来所していない。

・繁名和恵様～19日（日）、定期訪問実施。掃除は週2回拭き掃除を行っていると話しているが、埃や髪の毛が目立っている。そのことを指摘し、今後は週3回行うように助言している。備え付けのテーブルの上が煩雑になっており、その場で片付けるよう促す。その他は汚さずに使用している。明日が外来日であるため、本日は入浴サービスと夕食時の食事サービスを利用すると話している。水曜日は姉に会うためにデイケアを休んだが、近頃休みすぎであることで叱責されたという。来週からはデイケアに休まず通いたいと話しており、生活リズムを整えるためにも日中は居宅以外で過ごすことを確認している。

・佐藤朗子様～14日（火）、本人より、だるいため仕事を欠勤したと電話あり。面談を希望するため、来所を促している。14：00来所し、「仕事が大変です。精神的に、8時間働くのが辛いです。6時間勤務にして欲しいです」と話す。事業所に相談しないと決定することはできないが、時間短縮することにより給料が減ること、すぐに時間を増やすことができない可能性があることを本人へ伝えると「それでも6時間勤務が良いです」と話す。事業所へ相談してみることを本人へ伝えている。

20日（月）、本人、事業所、青明舎で話し合いを行っている。本人の希望について、事業所より6時間勤務は可能だが、障害者雇用として8時間勤務できる方を雇いたいため、辞めていただくことになる可能性もあること、8時間に勤務時間を戻すことは出来ない可能性もあること、３月より新人が入ってくるため、現在より楽になることを本人へ説明している。事業所の話を聞き、本人は「もうす少し今のままで頑張ってみます」と話す。

＜利用者様情報＞

・久保　興介様～17日（金）、スタッフと話をする時間を設ける事について、外来受診時に担当医から負担にならないよう指導を受けたと報告し、「話をする事は負担ですか」と話す。改まった場所や時間を常に設ける事は難しいが、日常会話であれば負担ではない事を説明している。自分から色々なスタッフと交流を持って過ごされているが、14：00過ぎから腹痛を訴え、話し相手がいなくなるとトイレにて嘔吐を試みている事あり。静養室を利用して休みながら過ごされているが、「自分の居場所がない」と訴えて来られており無言のまま早めに帰宅。帰宅後特定のスタッフを指名して電話あり、「死にたい」と訴え一方的に電話を切っている。母様に架電にて本人の状態を伝える。本人帰宅後、1週間の出来事を母様に話し、思うように相談場所を提供してくれないため、1週間ストレスを溜めていたと話したとのこと。母様からは、相談場所を配慮して欲しいと希望聞かれるが、スタッフからの説明には納得している。また、母様は本人の訴え全てを受け止めると話している。

・八木橋牧雄様～17日（金）、定時過ぎても来所しておらず、連絡もないため、本人の携帯電話に架電している。「今起きました。今から行きます。」と話し、すぐ来所している。ナイトケア利用日であることは覚えていたが、幸房や休みの日で、眠っていたと話す。飲酒について尋ねると、「抗酒剤を飲んでいるから飲むわけない」と否定するが、近距離では酒臭があるように感じられ、他メンバーからも同様の情報がある。

20日（月）、幸房にて痙攣発作を起こし病院受診している。

・高田　マキ様～病院心理スタッフに相談を希望し、15分程度話をしている。18日（土）に飲み会に出かけた際、病院のスタッフに会ったとのこと。本人は知らないふりをしようとしたが、当スタッフが近づいてきて、指で×をされ、「後からどれくらい飲んだか書いてもらうから」と言われ、腹が立ったと話す。本人希望により、当スタッフの上司と本人の担当スタッフにのみ情報提供することとしている。

・豊川　明男様～1月より木・金のデイケア利用をうみねこ幸房体験利用へと移行している。うみねこ幸房は疲労により休むことはあるが、概ね利用できているため、2月でデイケア退所することで本人と話し合う予定。

・高橋　洋子様～本朝、車で来所中、車の中で少量嘔吐したと話し、静養室を利用している。昼食は全量摂取し、喫煙もしている。吐気は引き続き訴えている。

＜外来情報＞

· 高橋　洋子様～空咳が出るとのこと。現在服用している降圧剤（カプトリル）の副作用と考

えられる為、ディオバンに変薬となっている。

· 鈴木　和則様～来院がない為、自宅に確認。母親様が対応しており、「忘れていたみたい」と

話されている。水曜日に受診予定となっている。

· 菅原　信正様～飲酒はしていないとのこと。変わりなし。

· 繁名　和恵様～幻聴はあるとのことだが、本日は落ち着いている様子。頓用薬（リスパダー

ル、ポンタール）継続処方。手の振るえがあるとのことで、頓用としてコントミンを処方している。

· 赤石　陽介様～前回ジプレキサを処方され、それから落ち着いているとのことで、継続処方

している。

· 藤村　　翔様～「幻聴はない」と話す。現実との区別が出来ているか、落ち着いているのか、

様子観察していく。

· 八木橋牧雄様～11：10うみねこ幸房にて間代性痙攣発作あり。吐血があったとの情報。当院

外来受診。血圧130/80mmHg、脈拍96回/分、SpO2　95％。頭部CT検査にて、脳萎縮は変わらずあるが、痙攣に繋がるような所見はない。デパケン追加処方、フェノバール筋肉注射実施。

15：15　2回目の痙攣発作あり。顔面蒼白、発汗あり。収縮期血圧220mmHg、意識は回復している。担当医からは、ノックビン服用による痙攣発作の副作用も考えられるとのこと。身体症状観察の目的にて、当院入院となる。

